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法務省入国管理局

【論点等】

○　「外国人の出入国情報の管理」事業は，出入国審査，在留審査，退去強制手続及び難民認定
　手続における申請内容，審査記録，処分結果等に関する情報の保管・管理をコンピュータ化する
　ことにより，手続を的確かつ迅速に処理し，ひいては出入国管理行政の適正な運営を確保するこ
　とを目的としており，そのためには，外国人の出入国情報等を管理する「外国人出入国情報シス
　テム」を２４時間３６５日運用する必要があり，その運用を適切に支援することが求められている。

　　現行の「外国人出入国情報システム」は，平成２４年度に運用を開始し，３年目に入っているが，
　導入当初は障害が多発したものの，現在は安定した稼働状況にある。
　　しかしながら，運用支援に係る契約額については導入当初と変わらず，ほぼ同額で推移してい
　るところである。

→　個々の作業内容の実績等を精査することで，改善すべき点がないか，あるとすればどういった
　点が考えられるか。

○　「外国人出入国情報システム」の運用支援は，導入から開発事業者である(株)日立製作所が行っ
　ている。

→　一般競争入札は実施しているものの，一社応札となっており，さらに落札率が９９．２％と高率であ
　り，競争原理が働いていないのではとの懸念がある。

→　仕様書等を見直すことにより，経費の節減は可能か。

→　機器の借入れについては，複数年契約を実施している一方，運用支援は単年度契約であること
　から，運用支援を複数年契約を実施することで，新たな業者の参入を促すことは可能か。

○　また，インテリジェンス機能の強化（保有情報の一層の有効活用）について，取り組む点がない
　か，あるとすればどういった点が考えられるか。
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外国人の出入国情報の管理

出入国の公正な管理


